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自転車のサドルも、「空気」で次のステージへ。
空気圧調整でおしりにフィットする、エアチューブ内蔵型サドル発売。

　ビーズ株式会社（所在地：大阪府東大阪市、代表：大上響）は、同社自転車ブランド「DOPPELGANGER®（ドッペルギャンガー）」より、空気を注入し最適なクッション圧に

調整できるエアチューブ内蔵型自転車用サドル「エアチューブサドル DSC227-BK / DSC227-WH」を発売します。

　「エアチューブサドル」の最大の特徴は、その名の通りサドル内部に内蔵されているエアチューブ。 ここに空気を注入することで、サドルの硬さが調整可能。 高速走行時

は空気圧を高めて固めのクッションに、緩やかに走りたいときには空気圧を低くして柔らかいクッションにと、自身の気分や走行環境に合わせることができます。 空気注入

口のバルブは自動車のタイヤにも使われる頑丈な米式バルブを採用しており、空気が抜けにくい構造です。（バルブアダプターを使用すれば、シティサイクル用の空気入

れでも空気が入れられます。） おしりが乗るサドル表面は標準サドルよりも肉厚な、柔らかいウレタンフォームを選択。 局所的な負担を軽減します。

　本製品のヒントとなったのが、1990年代に爆発的ブームが起きた「ハイテクスニーカー」。 各社が競うように技術を高め、それらが搭載されたモデルは20年経った今でも

高く評価されています。 その当時、最も注目されたのが空気の力でした。 クッション性やフィット感を調整するために空気やガスが利用されたことはスニーカー好きでなくと

も知っているのではないでしょうか。 この空気の力を、サドルにも活かせないかと考えたのが「エアチューブサドル」の始まりです。

　自転車のサドルの形状は大きく変わることはありませんが、いつの時代も「おしりが痛い」という悩みを持つ人は少なくありません。 しかし自転車の場合は、サドルがひとつ

しか装備できないため、状況に応じて使い分けたい場合は交換しなければならず手間がかかります。 空気でクッション調整ができるサドルがひとつあれば、乗る人の体型

や体調、道路状況などに合わせて快適に自転車を楽しめるのではないかと考え、今回「エアチューブサドル」をリリースするに至りました。
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【商品名】エアチューブサドル DSC227-BK / DSC227-WH　　　【材質】表皮：PVC、クッション材：ウレタンフォーム、レール：ステンレススチール

【カラー】BK：ブラック、WH：ホワイト　　　　　　　　　　【希望小売価格】4,300円（税別）

【サイズ】H76×L272×W165mm　　　　　　　　　　　　　 　【製品ページ】http://www.doppelganger.jp/option/dsc227/

【重量】450g

＜このプレスリリースに関するお問い合わせ＞ ■Eメールでの弊社プレスリリース配信をご希望の場合は、お手数ではございますが下記メールアドレス宛に

　その旨をご連絡いただけますようお願いいたします。

■映画・TV プログラム・誌面づくりの撮影用小道具として、またイベントでの使用等、製品の貸出し、

　プレゼント企画につきましても、お気軽にお声掛けください。

　担　当：熊谷未央、久堀悌子 　pr@be‒s.co.jp　[Eメールでのお問い合わせはこちらからどうぞ]

　住　所：大阪府東大阪市長田東1丁目1番10号　[Tel]：06‒6732‒4300　[Fax]：050‒3730‒7786
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